
11 広報おみたま　2023.7

花苗を植える園児たち （さくら第 2 保育園）

花壇の花を喜ぶ園児たち （保育園）

政策企画課　企画推進係　☎ 0299-48-1111　（内線 1233）問

農政課　農政係

☎ 0299-48-1111　（内線 1157）

問

令和５年度統計調査員会総会を開催しました

市認定農業者協議会　花・木部会

花の苗を贈る「花育プロジェクト」

５月１２日に小川文化センターアピオスで、 小美

玉市統計調査員会総会を開催しました。 総会

とあわせて開催した研修会では、 県統計課講

師による統計調査の利活用に関する講話を聞

き、 統計調査の重要性を改めて学びました。

今年度は 9 月下旬から１０月上旬にかけて 「住

宅 ・ 土地統計調査」 が実施されます。 調査員

がお宅にお伺いする場合がありますので、 その

際にはご協力ください。

５月１６日に小美玉市認定農業者協議会の花 ・

木部会 （山
や ま ぐ ち

口 将
ま さ あ き

章 部会長） が、 市内にある

１３の私立幼稚園と保育園に 9 種類の花苗 （計

810 ポット） をプレゼントする 「花育プロジェク

ト」 を実施しました。 苗を受け取った各園から

は花植えや水やりの報告とともに喜びの声が上

がりました。

同部会は 「市内の環境美化や子どもたちへの

教育の一環になれば」 と今回のプロジェクトを

企画。 部会長の山口さんは 「大変やりがいを

感じている。 プロジェクトの成果を踏まえ、 活

動の幅を広げていきたい」 と今後の意欲を語り

ました。
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広域連携で不法投棄を防ぐ！

不法投棄・不適正残土等ホットライン協定を締結

霞台クリーンセンターみらいを共同運営する 4

市町が不法投棄 ・ 不適正残土等ホットライン協

定を締結し、 広域連携体制を強化しました。

廃棄物の不適正処理事案は近年、 増加傾向に

あり、 悪質 ・ 巧妙化しています。 不適正処理

事案への対処は初動が重要であり、 情報共有

など広域的なネットワークが実効的な抑止機能

となります。 今回の協定を契機に、 こうした課

題に対処し、 廃棄物の適正処理、 地域内の環

境美化保全、 持続可能な地域社会を目指して

いきます。

締結団体 ：	  

石岡市、 小美玉市、 かすみがうら市、 茨城町

県内の埋立て ・盛土 ・一時堆積の規制強化

埋立て等区域の面積が 5,000 ㎡以上の場

合は県条例の許可が、 5,000 ㎡未満の場

合は市町村条例の許可が必要です。 また、

5,000 ㎡未満で市町村の許可が必要ない

ものについて、 一部の例外を除き、 県への

届け出が必要です。

教育委員会委員の任期満了に伴い、廣
ひ ろ と

戸 隆
たかし

 さん（新任）を任命しました。

■教育委員会委員とは

教育 ・ 学術及び文化に対して見識を有する人の中から、 議会の同意

を得て市長が任命します。 教育委員会は、 首長から独立した行政委

員会として設置され、 教育行政の基本方針や重要事項を審議 ・ 決定

します。 本市では、 教育長 1 人、 教育委員 5 人で組織しています。

教育企画課　企画係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2211）問

環境課　廃棄物対策係　

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1144）

問

教育委員会委員を任命しました

埋立て ・盛土などの規制強化
について詳しくはこちら▶

ID 0 0 9 7 6 1

詳細はこちら▶

ID 0 0 1 2 5 0
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学
制

　

現
代
の
学
校
教
育
の
ル
ー
ツ
は
、
今
か
ら

約
１
５
０
年
前
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２

年
）
に
遡
り
ま
す
。
こ
の
年
、
我
が
国
最
初

の
近
代
教
育
制
度
で
あ
る
「
学が

く
せ
い制

」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
「
学
制
」
に
は
、
学
区
制

を
採
り
小
学
校
が
設
置
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
序
文
に
当
た
る

「
学
事
奨
励
に
関
す
る
被お

お

せ仰
出

い
だ
さ
れ
し
ょ

書
」
に
は

「
必
ず
邑む

ら

に
不
学
の
戸
な
く
」
と
い
っ
た
記

述
が
あ
り
、
男
女
と
も
に
教
育
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
求
め
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
寺
子
屋
と
異
な
り
、
全
て
の
子

ど
も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
、
と
掲
げ
た

こ
と
が
画
期
的
で
し
た
。

学
校
へ
の
寄
附

　

「学
制
」で
は
就
学
と
小
学
校
設
立
を
掲

げ
た
一
方
、
学
校
設
置
と
そ
の
運
営
費
は

学
区
負
担
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
地
域
の

学
び
舎
で
あ
る
小
学
校
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
学
区
の
村
々
で
は
寄
附
金
を
集
め

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
日に

っ
し
ん新

小
学
校
寄
附
金
之
義
願
」
（
明

治
７
年
・
小
川
資
料
館
蔵
）
は
、
小
学
校

へ
の
寄
附
金
拾じ

ゅ
う
え
ん

円
を
当
時
の
茨
城
県
知

事
に
願
い
出
た
文
書
で
す
。
世
楽
村
戸こ

ち
ょ
う長

や
上
吉
影
村
副
戸
長
ら
数
名
が
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。
日
新
小
学
校
は
明
治
７
年

（１
８
７
４
年
）、
現
在
の
茨
城
町
下し

も

あ

ま

が

い

雨
ヶ
谷

に
あ
っ
た
寺
院
を
学
校
と
定
め
た
、
上
吉

影
小
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
小
学
校
で

す
。
こ
の
年
は
学
区
で
あ
る
上
吉
影
・佐
才

の
村
民
か
ら
も
、
小
学
校
維
持
の
た
め
寄

附
金
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
校
舎

　

明
治
９
年
（
１
９
７
６
年
）
に
制
定
さ
れ

た
「
茨
城
県
小
学
通つ

う
そ
く則

」
は
、
西
洋
式
の

校
舎
を
建
築
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
当
時
の
小
学
校
は
、
寺
院
の

一
室
や
民
家
を
間
借
り
し
て
授
業
を
行
う

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

10
年
に
下
吉
影
村
の
修
善
院
に
開
校
し

た
下
吉
影
小
学
校
は
、
15
年
（
１
８
８
２

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

63

学
校
事

こ
と
は
じ
め始 

ー
明
治
期
の
上
吉
影
・
下
吉
影
・
野
田
の
小
学
校
を
例
に
ー 

問い合わせ　小川図書館 ・ 資料館　☎ 0299-58-5828

年
）に
移
転
す
る
ま
で
の
間
、
本
堂
で
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
の
野
田
小
学
校
に
あ
た
る

学
校
は
、
26
年
（
１
８
９
３
年
）
に
川
戸
に

あ
っ
た
か
つ
て
の
分

ぶ
ん
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
場
を
借
用
し
て
、
小

川
高
等
小
学
校
野
田
分
教
場
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
現
在
の
校
地
に

小
川
尋
常
小
学
校
の
古
校
舎
２
棟
を
移

築
し
て
、
野
田
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
の
１
棟
は
、
旧
小
川
郷
校
の

建
物
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
移

築
さ
れ
た
校
舎
は
昭
和
31
年
（
１
９
５
６

年
）に
新
校
舎
が
で
き
る
ま
で
、
県
内
唯
一

の
茅か

や
ぶ
き葺

き
の
校
舎
で
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
つ
の
小
学
校
は
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
令
和
４
年
に
閉
校
し
ま
し

た
。
学
校
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
学
校

の
思
い
出
や
想
い
が
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
（小
川
図
書
館
・資
料
館　

和
久
法
子
）

日新小学校寄附金之義願
（小川資料館蔵）

参考展　

子どもたちを育んだ学校	 

―小川北の小学校―

上吉影・下吉影・野田の小学校の歴

史を振り返る展示です。

会期　７月２９日（土）～９月１０日（日）

場所　小川資料館（小川図書館２階）

休館日　月曜日、９月１日（金）

※内容が変更となる場合があります。 

ご了承ください。

野田分教場　校舎 「学制」（一部）
出典：文部科学省ホームページ
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社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線３２25）問

価格高騰による重点支援給付金　　　　　　　　　　　　　　　　　

住民税非課税世帯に３万円を給付

電力 ・ ガス ・ 食料品などの価格高騰による負

担増を踏まえ、 特に家計への影響が大きい世

帯 （住民税非課税世帯） に対し、 1 世帯あた

り 3 万円を給付します。

■給付対象世帯

令和５年６月１日時点で小美玉市の住民基本台

帳に記録されている方で構成され、 世帯全員

の令和 5 年度の住民税均等割が非課税である

世帯

※住民税が課税されている方の扶養親族等のみで

構成される世帯も支給対象

※令和 5 年 1 月 2 日以降に入国した外国人の方は

支給対象外

②申請が必要な方	  

（令和5年1月2日以降に市に転入した方を

含む世帯）

次の必要書類を用意して申請窓口にお越し

ください。

▶必要書類	  

（他にも書類が必要となる場合があります）

・ 世帯全員分の住民税非課税証明書 （令

和 5 年 1 月 1 日時点で在住していた市区

町村が発行したもの）

・ 申請者の本人確認書類の写し

・ 受取口座を確認できる書類の写し

▶申請窓口

社会福祉課 （玉里総合支所 2 階）

福祉事務所美野里支所 （市役所本庁１階）

福祉事務所小川支所 （小川総合支所１階）

▶申請期限

10月３1日 （火） まで	  

平日 8：30 ～ 17：15 受付

①確認書が届いた方	  

（令和5年1月1日時点で市内在住の世帯）

自宅に届いた確認書 （発送時期：7 月初旬）

に必要事項を記入し、 10 月 31 日までに返

送してください。

詳細はこちら▶

ID 0 0 9 9 3 3

■手続方法

令和５年度住民税非課税世帯分

14広報おみたま　2023.7

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1号から掲載OK！
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玉
里
短
歌
会

水
ぬ
る
み
小
川
の
芹せ

り

も
目
立
ち
き
て
登
山
靴
脱
ぎ
流
れ
に
浸
す

静
か
な
る
森
に
高
ら
か
ホ
ト
ト
ギ
ス
渡
り
の
途
中
か
夏
を
告
げ
に
来く

曽
祖
母
の
吾
に
親
し
み
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
と
呼
べ
ば
笑
顔
を
つ
い
と
向
け
く
る

今
の
世
の
移
り
変
わ
り
は
甚
だ
し
付
い
て
も
行
け
ず
戻
る
も
で
き
ず

睡
蓮
と
見
紛
う
ば
か
り
水み

は

り

だ

張
田
に
丸
き
葉
浮
か
べ
る
芽
吹
き
の
蓮
は

高　

田　

久　

子

石　

橋　

吉　

生

正　

木　

敦　

子

齋　

藤　

か
つ
み

野　

口　

初　

江

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

春
野
菜
ア
サ
リ
の
入
る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
昼
餉
の
風
の
爽
や
か
な
り
し

う
ぐ
い
す
の
谷
渡
り
聴
く
賑
や
か
な
風
土
記
の
丘
の
枝
垂
れ
桜
に

「
そ
う
だ
ね
」
の
言
葉
が
ほ
し
い
お
茶
時
間
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
又
夫つ

ま

は
言
う

行
き
ず
り
に
挨
拶
か
わ
し
過
ぎ
し
人
思
い
出
せ
ず
に
ふ
り
返
り
見
る

今
日
は
こ
こ
明
日
は
あ
そ
こ
と
花
日
和
家
の
近
く
の
春
を
訪
ね
て

小
川
短
歌
会

夢
中
だ
っ
た
介
護
の
日ひ

び日
振
向
け
ば
や
つ
れ
た
姿
硝
子
に
写
る

昨
年
に
住
み
し
記
念
樹
南な

ん
こ
う
う
め

高
梅
三
個
朝
の
陽
ほ
こ
る
が
如
く

昨
日
今
日
雨
降
っ
て
た
の
に
急
に
晴
れ
散
歩
し
な
が
ら
童
謡
歌
う

菜
園
に
茄
子
を
植
え
お
り
「
自
然
歴
」
母
の
教
え
に
思
い
は
せ
つ
つ

く
さ
む
ら
に
卵
を
抱
く
母
キ
ジ
の
い
の
ち
の
必
至
み
じ
ろ
が
ぬ
さ
ま

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

小　

川　

ヒ
ロ
子

佐　

藤　
　
　

正

根　

本　

智
恵
子

中　

根　

良　

子

幡　

谷　

啓　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

水
無
月
の
夏な
ご
し越
の
祓
い
屋
敷
神

高
気
温
予
報
に
急
ぎ
衣
替
え

桐
の
花
車
窓
が
樂
し
高
山
線

コ
ロ
ナ
過
ぎ
集
う
市
民
の
里
ま
つ
り

風
香
る
孫
は
巣
立
ち
て
大
学
生

み
の
り
俳
句
会

水
車
小
屋
小
町
の
里
の
柿
若
葉

昭
和
の
日
昭
和
生
れ
の
吾
れ
も
老
ゆ

花
種
蒔
く
残
り
の
種
子
の
捨
て
が
た
き

薄
物
を
ま
と
っ
て
居
り
し
お
ぼ
ろ
月

我
が
影
も
夏
の
川
音
聞
い
て
を
り

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

矢　

口　

冨　

久

井　

坂　

あ　

さ

村　

田　

妙　

子

石　

田　

敏　

江

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

人
住
ま
ぬ
文
字
の
掠
れ
に
蜘
蛛
の
住
む

早
苗
田
の
早
く
も
風
に
応
え
お
り

立
葵
ま
っ
す
ぐ
母
の
ふ
と
こ
ろ
へ

緑り
ょ
く
い
ん蔭
の
闇
に
立
ち
入
る
蟻
い
っ
ぴ
き

子
燕
の
大
口
全
開
電
車
遅
延

く
る
み
俳
句
会

日
を
弾
く
野
辺
一
面
の
柿
若
葉

パ
ラ
パ
ラ
と
開
く
歳
時
記
梅
雨
じ
め
り

笑
顔
で
も
泣
い
て
い
る
よ
な
梅
雨
地
蔵

父
の
日
や
笑
顔
遺
影
に
吟
醸
酒

小
流
れ
の
音
も
涼
し
き
万
里
荘

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

大
曽
根　
　
　

宣

小　

原　

エ　

ミ

信　

田　

菊　

女

ま　

め　

す　

け

鶴　

町　

文　

男

野　

口　

初　

江

斉　

藤　

富　

子

松　

田　

通　

喜

た
ま
り
俳
句
会

あ
ぢ
さ
ゐ
の
白
さ
愛
で
け
り
石
地
蔵

雨
上
が
り
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
競
い
咲
く

寺じ
り
ょ
う領
占
む
紫
陽
花
百
種
彩い
ろ

競
ふ

紫
陽
花
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6,000円(税込)

指定駐車場付き

テーブル席2名（市民向け）

会場付近までの

無料送迎あり

次回の広報おみたま発行日は8月10日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま広報

令和5年7月号
TEL 0299-48-1111  　〒319-0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp

編集・発行　  小美玉市役所魅力発信課

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

長年のボランティア活動の一つ一つが、SDGｓの17の目標に
当てはまっていると改めて気づきました。（5/19小美玉市ボラ
ンティア連絡協議会「広報おみたまSDGｓ講座」受講者より）

霞ケ浦湖岸沿いでの清掃活動は、自然環境を守る意識を
高める絶好の機会。環境保護の重要性を再確認できました。
（6/10小美玉市商工会青年部「絆感謝活動」参加者より）

作者紹介　矢口茉樹　

小美玉市出身、 多摩美術大学

4年生。 油絵専攻に所属して

おり、 油絵を描いています！こ

こ数年の趣味は変形し枯れた

植物などを記録することです。

4コマ小美玉暮らし

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

つい先日、茨城空港を利用して旅行に行きました！空港内
には様々なお店があるので、どなたでも楽しめます。私はカ
フェがお気に入りです♪　　医療保険課　黒澤（入庁2年目）

いつも美味しい干し芋をありがとうございます！家族全員
が干し芋のファンです。これからも頑張ってください！　
　　　　　　　 京都府30代（ふるさと納税応援メッセージ）

期間 ： 7/14 （金） 9：00 ～ 8/13 （日）

期間 ： 7/14 （金） 9：00 ～ 8/10 （木）

当選発表　8/18 （金）

詳しくはこの広報紙と一緒に配布

されている花火大会チラシ、 公式

ページをご覧ください。

小美玉市花火大会実行委員会

事務局 （商工観光課内）　

☎0299-４８-１１１１（内線1162）

問

Vol.32 「蓮根の穴」

▶有料観覧席チケット抽選販売 （市民向け） ▶市外の方向け:ふるさと納税返礼品

テーブル席4名1組　100組限定

オンライン抽選

４2０組限定

窓口抽選

https://eplus.jp/omitama_hanabi/

で申し込み

160組限定

詳細はこちら ▶

009861ID

従来の 「ふるさとふれあいまつり」 と 「産業まつり」 を見直し、 今年度は小美玉市の新たな魅力の

創出のため花火大会を開催します。 来年度には新たなイベントの開催を計画しています。

次の窓口に備え付けの抽選申込書

に必要事項を記入して申込箱に投函。

・ 市役所本庁 商工観光課

・ 小川総合支所 小川総合窓口課

・ 玉里総合支所 玉里総合窓口課

※受付時間　平日8：30 ～ 17：15


